
憩いの家「白雲荘」

山田活性化センター

計画検討箇所

［計画対象地への導入検討施設のイメージ］

・老朽化が進む既存の温浴施設（白雲荘）の

　代替施設として、新たに温浴施設を整備する。

①温浴施設

・活性化センターで販売する野菜や果物等の地域食材を

　活用し、観光客等へ食事を提供することができる飲食

　施設を整備する。

③地産材飲食レストラン

➆広場

・地域のイベント（トロッコフェスタ、かかし祭り）等

　、多目的に利用可能な広場を整備する。

⑧駐車場

・キャンピングカー等、 1 ～ 2 台程度が車中泊可能な

　駐車スペースを整備する。（RV パーク等）

　［駐車スペース：4m×7m 程度］

⑤オートキャンプ場

・休日やイベント時等にキッチンカーの出店ができる

　スペース、設備を確保する。

⑥キッチンカー広場

・一時的な休憩など、24 時間利用可能なトイレを設置

　する。

④公衆トイレ

・憩いの家「白雲荘」の機能移転に当たって、白雲荘内

　の公民館機能を新たに整備する。

②コミュニティカフェ（公民館）

・温浴施設の整備等による需要を考慮して、計画地内に

　新規の駐車場を整備する。

【導入検討機能における整備の考え方】

①温浴施設

②ｺﾐｭﾆﾃｨｶﾌｪ（公民館）

③地産材飲食レストラン

④公衆トイレ

⑤オートキャンプ場

⑥キッチンカー広場

➆広場

⑧駐車場

※④公衆トイレは、活性化センター、温浴施設と別途で整備を予定

※⑤オートキャンプ場の台数は、福岡県内の RV パーク設置箇所において最も整備台数として多かった「2 台」を基準としている

※⑧駐車場の台数は、「年間来客者数× ピーク時集中率×時間集中率÷平均乗車人員×駐車場占有率」より算出

施設名 規模のイメージ

・別添参考資料に示す規模程度を想定

・現在の憩いの家「白雲荘」内の公民館機能と同規模程度を想定（約 180 ㎡）

・飲食スペースが約 100 ㎡を確保できる程度を想定

・「男子：小１、大１／女子：大１／多目的：大１」を確保する。

・駐車場敷地内に 2台の駐車スペースを想定［約 4m×7m/ 台］

・駐車場や広場敷地内にキッチンカーの乗り入れができるスペースを確保

・地域イベント（トロッコフェスタ、かかしまつり等）の実態に合わせて規模を設定

・現在の温浴施設と同等の利用者数（約 6万人 / 年）を想定し、55 台程度を想定

画像出典

・国土交通省 HP:https://www.mlit.go.jp/common/001372263.pdf

・UR 都市機構 HP:https://www.ur-net.go.jp/aboutus/publication/web-urpress40/special3.html

・くるま旅 HP:https://www.kurumatabi.com/rvpark/

@GoogleEarth

■ 導入検討施設について（熊ヶ畑地域）
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